
文 学 館 カレッジ

−−−− College Program of Hokkaido Museum of Literature −−−−

202６年度開講講座総合案内と受講申込書

2026 年度の文学館カレッジがスタートします。言葉を大切にしながら、
文学をより身近なものにし、人生にいっそうの彩りと深みを加えたいと願

う皆さまとともに学び合うための文学館の試みです。

文学館ならではの充実したメニュー｡言葉への深い愛情と理解から生み出

された多彩な作品の講読や分析を通して、言葉の持つ豊かな力、言葉による

表現の可能性を求めて開催します。

各講座の開講日程、講師、受講料など、詳細については 2 頁以降をご覧ください。
皆さまの積極的なご参加をお待ちいたします。

◆ 受講の申込み：２０２６年６月３日(水)より
(講座ごとに定員となりしだい、受付を終了いたします。)

◆ お申込み方法：「受講申込票」をカレッジ事務局まで、郵送、FAX、E メ
ールのいずれかの方法でお送りください。電話でのご予約も可能です。

(am 9：00 ～ pm 5：00)
※「受講申込票」は、この案内書に添付されています。

◆ お問合せ先：公益財団法人北海道文学館(北海道立文学館指定管理者)

〒 064-0931 札幌市中央区中島公園 1 番 4 号
(地下鉄南北線中島公園駅または幌平橋駅下車徒歩 6 分)

TEL .011-511-7655 FAX. 011-511-3266

E メール bungaku@h-bungaku.or.jp



【全講座のご紹介】 

 

知里幸恵と『アイヌ神謡集』を読み解く Ⅲ  全８回 定員 30名 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸恵さんは、『アイヌ神謡集』を平等な本として書きました。左ページにアイヌ語、 

 

右ページに日本語の訳。だから、アイヌ語で読んでほしいと願っていたにちがいない 

 

のです。声に出して、歌うように読んでほしいと。中本ムツ子さんのＣＤを聴きなが 

 

ら、少しでも自分の声で、カムイユカラを読んでみましょう。もちろん、黙読もＯＫ 

 

です。アイヌ語の知識ゼロからでも始められます。今年はまず、小狼と、フクロウの 

 

ユカラに挑戦します！   テキストは『アイヌ神謡集』岩波文庫 

       
推薦図書：北方新書『「アイヌ神謡集」を読む』知里幸恵著、北道邦彦注解 

       北海道出版企画センター 1200円 

 

日 時   ①６月２７日（土）  ②７月２５日（土） ③８月２２日（土） 

④１１月２８日（土） ⑤１２月２６日（土） 

⑥令和 9 年１月２３日（土） ⑦２月２７日（土） ⑧３月２７日（土）  

毎月第４土曜日 各日 13:30－15:00 

          

     9 月・10 月は工事のため休館の予定ですが、変更になった場合は講座の回数・日程が変

更になることがあります。 

 

講 師   小野有五（北海道大学名誉教授） 

※著書に『「新しいアイヌ学」のすすめ』（2022年 藤原書店） 

 

受講料  全８回９，６００円（文学館会員 8,640 円） 

分割払い①～③3,600 円（文学館会員 3,240 円） ④～⑧6,000 円（文学館

会員 5,400 円）も可 

テキストは『アイヌ神謡集』岩波文庫をご用意ください。 

 

 

 



文学アラカルト 新興俳句から見直す昭和の俳句 定員 30名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文学アラカルト  

有島武郎の童話－『一房の葡萄』をめぐって－ 定員 20名 

 

 

 

 

 

 

 

生涯読書会 《現代小戯曲へ     全 10回  定員 10名 

 昭和戦後の俳句は、山口誓子らの根源俳句や金子兜太・高柳重信らの前衛俳句によって大

きく展開した。その背景には、戦時下で弾圧され「実り無い実験」と見なされてきた新興俳

句の試みが確かな源流として息づいていた。この講座では、新興俳句の流れを新たな視点か

ら捉え直す。 

日 時    ７月２５日（土）10:30－12:00 

講 師    五十嵐秀彦（俳句作家、当財団理事） 

 

受講料    1,300 円（文学館会員 1,170 円） 

 

 

 

『一房の葡萄』は、今も読み継がれる有島武郎の童話であり、また彼の唯一の童話集のタイ 

 

トルでもある。西洋人ばかりの学校で日本人「僕」が、級友の絵具を盗む。それを女の先生 

 

はとがめず、窓辺の葡萄をもいで子どもらに分け与えた……。この美しい童話は、本当のと 

 

ころ何を意味するのだろうか。 

 

『カインの末裔』や『或る女』など、大人社会の実相を生命力の格闘として描いた作家が、 

 

なぜ子どもの文学に手を染めたのか。有島の文学総体における子どもの位置について語って 

 

みたい。 

 

日 時    １１月２８日（土）10:30－12:00 

 

講 師   中村 三春（北海道大学名誉教授、当財団評議員） 

 

受講料   1,300 円（文学館会員 1,170 円） 



生

生涯読書会 戯曲へジャンプ        定員 10名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期は、戯曲作品に挑戦です。 
  

読書会の進め方は次のとおりです。 

 １ 6月、7月、8月 

   シェイクスピア『リア王の悲劇』。テクストは河合祥一郎訳、角川文庫使用。 

  

２ 11月、12月 

   ロシアからはチェーホフ劇をふたたび取り上げます。  

  

３ 2027年 1月、2月 

   日本作家の戯曲作品として、三島由紀夫『近代能楽集』（新潮文庫） 

  

４ 3月は、日本の戯曲全般について考察しましょう。資料は折々にプリント配布。 

 

 ※随時、担当者からの発表レジュメのプリントを待ちます。 

 

 

日 時   ①６月２０日（土） ②７月１８日（土）③８月２９日（第５土曜日） 

④１１月２１日（土）⑤１２月１９日（土）⑥令和９年１月１６日（土）

⑦２月２０日（土）⑧３月２０日（土） 

毎月第 3 土曜日（8 月は第５土曜日） 各日 10:30－12:00 

9 月・10 月は工事のため休館の予定ですが、変更になった場合は講座の回数・日程が

変更になることがあります。 

 

講 師  工藤正廣（北海道立文学館館長、北海道大学名誉教授） 

 

受講料   全８回９，６００円（文学館会員 8,640 円） 

分割払い①～③3,600 円（文学館会員 3,240 円） ④～⑧6,000 円（文学館

会員 5,400 円）も可 

 



絵本を学ぼう－絵本は世界への窓口   

全６回 定員 30名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回テーマとした「世界」とは、私たちを取り巻くあらゆるものを、共に生きる、共に 

 

在るものを、様々な国々も、その暮らしも、自然も、動物も、含めています。隣を知る 

 

ことは、理解することでもあります。その手掛かりを、絵本を窓口として探ってみたい 

 

と思います。  

 

6月   絵本で知る歴史－『百年の家』から読む  横田由紀子 

 7月   地球家族 絵本は何を伝えてきたか    吉井暉子 

 8月   絵本から自然・地球環境について考える  久保田知恵子 

11月    絵本で読む中国のお正月         霜鳥かおり 

 12月   絵本が描く子どもの姿をのぞき込む    藤田 進 

 1月   絵本『クリスマスのまえのよる』－日本語への翻訳を楽しむ 杉浦篤子 

 

 

日 時  ①６月２０日（土）②７月１８日（土）③８月２９日（第５土曜日） 

④１１月２１日（土）⑤１２月１９日（土）⑥令和 9 年１月３０日（第５土 

曜日）       

毎月第３土曜日（８月・１月は第５土曜日） 各日 13:30－15:00 

    9 月・10 月は工事のため休館の予定ですが、変更になった場合は講座の回数・日程が

変更になることがあります。 

 

講 師  ①横田由紀子（元大谷大学短期大学部教授）②吉井暉子（札幌えほん研究会代表） 

③久保田知恵子（光塩短期大学非常勤講師）④霜鳥かおり（北海道教育大学非常勤講

師）⑤藤田進（有限会社札幌第一こどものとも社） ⑥杉浦篤子（藤女子大学名誉教

授） 

 

受講料  全６回分 7,200 円（文学館会員 6,480 円） 

 

 

 

 

 



 

【注 意 事 項】 

 ＜共通事項＞ 

  ◇  「文学アラカルト」を除き、全回通しの受講となります。  

 ◇ 各科目とも１回の講義時間は基本９０分です。 

 ◇ 会場は北海道立文学館地下講堂です。 

 ◇ テキストについては、講座紹介に記載がない講座は、原則として講師のほうで用意します。 

 ◇ 受講者は筆記用具をご持参ください。 

 

 ＜受講申込要項＞ 

 ◇ 受講申込方法 

    添付の申込用紙に必要事項をご記入のうえ、事務局までお申し込みください。 

      申し込みは、郵送、電話または FAX でも受け付けます。 

  

◇ 申込みをされる時に受講希望の講座すべてに○をおつけください。 

  

◇ 定員に達ししだい受付を終了します。また受講申し込みが８人に達しない場合は、開講でき

ない場合もありますのでご了承ください。 

      なお、定員に達したため受講をお断りする場合、及び受講者が８人未満で開講できない場合

のみ、事務局から連絡いたします。それ以外は、お申し込みいただいた時点で受講可能ですの

で、開講日においでください。 

  

◇ 開講した時点で定員に達していない場合は、第２回の講義終了時点まで受講の申し込みを受

け付けます。それ以降の途中申し込みはお受けしませんので、ご了承ください。 

  

 ◇ 文学館会員の方は、受講料に会員割引の特典があります。 

  

 ◇ 受講料は、開講初日にお納めください。全８回の講座のみ前期・後期にわけてのお支払いが

可能です。 

  

◇ 納入済みの受講料については、原則としてご返却いたしかねます。 

  

◇ 修了証等は、発行いたしませんのでご了承ください。 

 

☆ 注意事項をご一読のうえ、お申し込みください。 

 

☆ (公財)北海道文学館では賛助会員(年会費 3,000 円)を募っています。詳細はお問い合わせくださ

い。 
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